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山田祥平

ンターネット上のお店で欲しいもの見つけた！　でもオンライ
ンショッピングってなにかと不安だし面倒なんだよね」などと、

オンラインショッピングの入り口で二の足を踏んでいる人はいないだろ
うか？　そんな人たちに教えたい新決済システム「C-CHECK」が、
いよいよこの9月より始動した。その実力やいかに……。

どこにいても、パソコンと電話回線さえあ

れば自由に利用できるのがインターネットだ。

そのインターネットを使った商取引は、24時

間365日、欲しいときに欲しいものを買える

サービスを登場させた。

電子商取引について語られる際に必ずつき

まとうのが、決済に関する種々の問題だ。ウ

ェブサイトというバーチャルな店舗しか持たな

い業者に対して、クレジットカード情報など

を開示することへの不安や、クレジットカー

ドを持たない、あるいは、持てない客層のサ

ポート。数十円から数百円程度の決済など、

解決すべき問題は山積みだ。

現状では、こうした問題に対する最も現実

的な対策として、プリペイド決済が注目され

ている。既存のプロジェクトとしては、ビッ

トキャッシュやウェブマネーが有名だ。あらか

じめ、ある程度の金額に相当する電子マネー

となるプリペイドカードを購入しておき、ショ

ッピングの際の支払いに使う方法だ。しかし、

プリペイドカードを購入できる場所や営業時

間帯が限られているといった問題などが、年

中無休24時間営業で閉店することのないイ

ンターネット上の店舗との矛盾を生み、この

決済方法の浸透をさまたげている。目の前に

欲しい商品があり、手元に現金もあるのに、

買い物ができないというジレンマは、まだ当分

の間、解決されることはないのだろうか。

illust:Hasegawa Takako
Photo:Nakamura Tohru
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プリペイド決済と
その現状

新決済
システム
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C-CHECK徹底検証
前述にもあるように、現状のプリペイド型決済システムは、カードを購入する場所や時間帯、ある
いは保証問題など、解決すべき問題点は山ほどある。果たしてこのC-CHECKは、いままでほかの
サービスが越えられなかったハードルをクリアできるのか？　その実力を徹底検証してみよう。

9月からサービスを開始したC-CHECKは、

株式会社デジタルチェックによるコンビニ収

納型少額回収サービスだ。方式自体はプリペ

イド決済だが、1万5000店舗のコンビニで利

用できる点や、電子マネーという商品を購入

するのではなく、コンビニで相当額の支払い

をするという点が新しい。

現在コンビニでは、電話料金や電気ガス料

金などの各種公共料金の支払いができるが、

コンビニが電気やガスを売っているわけではな

い。C-CHECKの方式はここに注目し、販売

店が電子マネーの在庫を持たなくても、見か

けの上での購入を実現しているのだ。つまり

コンビニは電子マネーの在庫を持たないにも

かかわらず、それを売ることができるのだ。

C-CHECKは実際には商品ではない。だが、

コンビニに出向いてその支払いを済ませた時

点で、コンビニのPOSからC-CHECK決済セ

ンターにデータが送られて、通貨としての価

値を持つ。代金が支払われると、C-CHECK

カード（P.326参照）に記載されたID番号が

有効になり、そのID番号を使ってインターネ

ット上での買い物ができるようになるわけだ。

つまり、代金未払い状態のC-CHECKはた

だの紙切れに過ぎないし、もちろんそこに記

載されたID番号などなんの価値も持たない。

これによってコンビニは、商品パンフレットの

ように無造作に、しかも代価なしでC-

CHECKを店頭で配布できるし、雑誌などの

大量に配布されるメディアに綴じ込んだりす

ることもできるわけだ。さらにウェブサイトに

専用伝票を印刷できるページを作れば、それ

を印刷してコンビニに持ち込んで支払うよう

な使い方もできる。

ここで重要なのは収納代行というシステム

を利用したことで、コンビニのPOSシステム

構築や店員教育などに一切の負担がかからな

い点だ。これがサービス開始時に多くのコン

ビニチェーンが協力体制に入れた理由の1つ

でもある。

一体どこが
違うのか？

ポプラ スリーエフローソン サークルK ミニストップ am pm サンクス CoCoストア セーブオン

業界初！「収納代行システム」

C-CHECKの正体

▼ココで支払える！▼
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当初用意されるC-CHECKは、

3,000円のものと5,000円のもの

とがある。すでに紹介したように

それぞれのC-CHECKには個別に

IDが振られ、コンビニで支払いを

した時点でその金額が有効になる。

各IDの残高はデジタルチェック社

のコンピュータが管理するが、そ

の残高に別のIDの残高を加算し

て1つのIDにまとめることができ

る。これによって、結果的に

5,000円を超える高額C-CHECK

を用意することもできるわけだ。

また、C-CHECKには支払った日から1年

という有効期限があるが、これも残高を別の

IDにまとめることで、新たな有効期限まで利

用できるようになる。つまり使い続ける限り

はプリペイドした金額が無駄になってしまうこ

とはない。

C-CHECKの価値は、ID番号のみに対して

発生する。コンビニでバーコードをスキャンし

た途端にIDが有効になったことがサーバーに

記録され、残高の減算ができるようになる。

ユーザーは対応ウェブサイトで買い物をしたと

きにこのIDを入力する。サイト側で入力され

たIDはその場でデジタルチェック社に送られ、

商品代金分の減算が行われる。その減算が成

立した時点で、商品の購入が可能になる仕組

みだ。

C-CHECKには、認証という概念がない。

つまりIDさえ知っていれば、誰にでも残高分

の買い物ができる。意味を持つのはIDだけで

あり、それを印刷したカードが認証に利用さ

れるわけではないからだ。

たとえば、企業のあるセクションで1つのID

を共有し、各スタッフが企画書や報告書作り

に必要なデータコンテンツを購入するといった

使い方もできる。

だが、これを悪用するのは簡単だ。極端な

話、喫茶店でノートパソコンを使ってC-

CHECKのIDを入力しているところをのぞき

見された場合、それは残高を盗まれたことを

意味する。番号そのものがインターネットを

流れる際にはhttpsなどが使われるが、パスワ

ードなどとの組み合わせの仕組みがない以上、

IDの管理には十分な注意が必要だ。ただ、最

高額が5,000円なので、青天井の損害を被る

可能性がないのが救いだ。

また、そのIDの支払い主に関する情報が一

切存在しないという匿名性は魅力だが、その

匿名性が、いま述べたような問題を引き起こ

すケースもあるかもしれないので、各自がID

を厳重に管理しておく必要があるだろう。

「ID継続システム」

「スキャンと同時にプリペイド」

「利便性の裏側」

コンビニで
バーコードを
スキャン

サーバーに
記録される

ネット上で
ユーザーが
アクセス
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一番便利でシェアが大きいのはクレジッ

トカードです。それは間違いないんです。

どこにも行かなくていいんですから、面倒

はありません。この現実が覆されることは

ないでしょう。

では、なぜ、われわれはC-CHECKを始

めたのか？　ここで考えなければならない

のは、少額の代金に関する回収をどうする

かということだったんです。ある程度の金

額が伴う物販はクレジットカードが一番い

いんですが、逆に、カードを持たない層や

持てない層がどのようにインターネットで

買い物をするのかや、少額の決済をどうす

るのかといった問題などが残っています。

これらは、明らかに永久に残るんです。

インターネットの市場で起こす産業は、

現状産業からの差し替えです。インターネ

ットでなにかを買うというのは、特に新し

い産業を創造しているわけではありません。

たとえば、インターネットがあるおかげでク

ルマがたくさん売れるわけではないんです。

でも版権ビジネスは違う。そこには含み益

がたくさんあって、現金は顕在化していま

せん。インターネットではその含み益を早

く簡単に現金化できるんです。なぜなら、

いままで売ろうとしても売る方法がなかっ

た細かいものを創造できるからです。そし

て、その多くは電話線を使って売ることが

できます。それらは果たしてクレジットカ

ードで買うものなのかどうかということなん

ですね。プリペイド方式にメリットのある

ものが、明らかに残っていくはずなんです。

若い層がカードを持つまでは行動を起こ

せないというのでは、産業が育たないと思

いませんか？　だからこそ、お金を確実に

回収したことを保証する仕掛けが必要なん

です。技術的には何も目新しい

ものはありません。C-CHECK

はプロセスがユニークなんです。

ネットビジネスで成功するに

は、セグメントされたなかで一

等賞を取るしかありません。物

販で一等賞を取るのは難しくても、特定分

野でトップになることは可能です。いま、

インターネットでの取引1,800億円のうち

2割が電話線で買える商品です。この比率

は今後ますます高くなっていくでしょう。

なぜなら版権ビジネスが拡大するからです。

そういう意味でC-CHECKがその代金を払

いにいく動機づけになればいいなと思って

います。

現行のプリペイドカードが商品である以

上、流通マージンの問題や小売店の在庫

発生などいろいろな問題を抱えていますか

ら、マージンを大きくしてそれらに対する

コストにあてなければなりません。それでは

普及は難しいのです。そこでC-CHECKは、

単純な仕掛けでこれらの問題をク

リアしています。市場はまだ育っ

ていません。いかにキラーコンテ

ンツを持つかが課題ですね。もち

ろん、勝算はあります。

土岐隆之
株式会社デジタルチェック
代表取締役会長兼CEO

デジタルチェック 土岐隆之氏に聞く

技術ではなく
プロセスにユニークさがある

C-CHECK設置店でパンフレットを取得1 パンフレットから払い込み表を切り取り、
その場で支払い2

パンフレットからC-CHECKカードを
取り外す（P.326参照）3

カード裏面の目隠しシールをはがすと
16文字のID番号がでてくる（P.326参照）4

ホームページで希望する商品を決めたら、
支払い画面で「C-CHECKによる支払い」を選択5

画面の指示に従い、ID番号を入力して購入6

「面倒な手続きはしたくない」
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C-CHECKで支払えるおすすめコンテンツ
ここではC-CHECKを使って買えるおすすめコンテンツを紹介しよう。
どれもデジタルコンテンツならではの魅力あるものばかりだ。

ところで
なにが
買えるの？

まだまだ使える
C-CHECK

実は、C-CHECKを使ってショッピング以外の決済もできる。
さらにこの10月からi-CHECKなる姉妹サービスまで登場す
る。ここではC-CHECKが使えるさまざまなサービスを一気
に紹介しよう。

ショッピング
だけじゃ
ない

このサービスはC-CHECKのiモード版と考えていいだろう。

100万台突破が発表され話題沸騰のiモードだが、現在あるイ

ンターネットサイトの大多数は非公式サイトで有料課金をして

いない。i-CHECKではC-CHECKと同様のサービスをiモード

対応インターネットサイトの有料コンテンツ配信会社に適応さ

せ、専用のプリペイドカード「i-CHECK」を発売。これで有料

コンテンツが一気に普及するかもしれない。

C-CHECKのシステムは、ウェブサイトでコンテンツを購入するだけ

ではなく、国内、国際電話サービスやインターネット接続サービスプロ

バイダーへの支払いなどにも利用できることを前提に作られている。イ

ンターネットという世界に閉じこもることなく、さまざまな種類のサー

ビスを購入できるようになれば、その普及には拍車がかかるに違いない。

つまり、形のないものをコンビニで購入する際の定番となることがで

きれば、このビジネスは大きな成功を収めるだろう。そのためには、一

にも二にもキラーコンテンツの充実が求められる。

この秋からは、クレジットカードを使っても買えるようになるという

C-CHECK。買うのではなく支払う。それ自体が金券商品ではないから

こそできる離れ技だ。

“C-CHECKの姉妹サービス”
『i-CHECK』が10月1日よりサービス開始！

業界初！
ドコモのiモード対応
インターネット有料コンテンツ
代金決済サービス

「週刊サンデー」「週刊少年マガジ

ン」ほか多数の人気漫画の最新号と

バックナンバーをオンライン上で購入

できる。購入後はダウンロードして

その場ですぐ読めるというマンガファ

ンにはたまらないサイト。専用のCD-

ROMが必要なので、詳細はホーム

ページでチェックしてほしい。

manga.accessticket.com

まんがの国

画面上の言葉をなぞるだけでイン

ターネットコンテンツへ一発でリンク

できるスーパーソフトウェアが登場。

これを使えば、使用しているアプリ

ケーションに関係なく、どこからで

も情報を引き出すことができる。言

葉の意味や関連する情報をその場で

すぐにキャッチできるこの優れたソフ

トの有料コンテンツ配信の代金決済

業務を11月よりC-CHECKが行う。

www.wordlinker.co.jp

ワードリンカー

テスト範囲にピッタリの「中学生

のための中間・期末テスト予想問題

自動販売機」を9月下旬より開設。

学研の「Vメイト」定期試験問題デ

ータベースを利用した予想問題をメ

ールで配信している。いまならオー

プニング記念サービスプライスとして

1回100円で購入できる。

www.niknak.ne.jp

ニックナックONLINE

ホームページ内にある「よしもと

ネットショッピング」では、本人が

しゃべる「よしもとギャグキーホルダ

ー」やボケとツッコミを集めた「よ

しもとPC警告音」、「よしもと芸人

アイコン」や「よしもとスクリーンセ

ーバー」など、よしもとならではのた

のしいグッズが勢揃いしている。

www.yoshimoto.co.jp

よしもとシーオージェーピー

音楽系コンテンツの配信サービス

で有名なmusic.co.jpが提供するい

ま一押しサービスは、MP3ファイル

のダウンロードサービスだ。契約楽曲

はなんと5000曲以上もあるが、アー

ティスト別検索とレーベル別検索が

できるので、非常に探しやすい。ま

た、購入する前に視聴もできる。

www.music.co.jp

music.co.jp
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